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で操作的に定義した。1) 100名以上の規模の企業で働いていること、2) 中途採用制度で入社したこと、3) 正社員

















結論的に、本研究では 1) 媒介効果仮説を通じて中途社員と既存社員間の集団内葛藤のメカニズムが、2) 調整効果仮
説を通じてこの集団内葛藤が制度的変化を反映する組織内雇用関係と新参者の地位とも関連があることが明らかとな
った。今後の課題はこの分析結果をまとめる理論的枠組みを構築することにある。 
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